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われわれは第１回の日本消化管学会総会にて逆

流性食道炎を伴う閉塞性睡眠時無呼吸症候群

（obstructive sleep apnea syndrome；OSAS）患

者では，睡眠中に生じるGER（gastroesophageal

reflux）が健常人に比べて有意に多く，その主な

発生機序は一過性下部食道括約部弛緩（transient

lower esophageal sphincter relaxation；TLESR）

であることを報告した。今回，睡眠深度と

TLESRとの関連について検討した。

OSAS患者［無呼吸－低呼吸指数（apnea -

hypopnea index）≧５］17人（OSAS群）と健常ボ

ランティア８人（C群）を対象とし，ポリソムノグ

ラムとdent sleeve sensorを有するinfused

catheter法で食道体部・下部食道括約部（LES）

圧・胃内圧，およびLES上５cmの食道pHを同時

測定した。検査時間は夕食後１時間より翌朝まで

の10時間とした。

睡眠中に生じたTLESRはOSAS群，C群でそれ

ぞれ12.4±6.4回，2.3±2.3回であり，OSAS群では

C群に比べ有意に多かった。C群では78％の

TLESRが非睡眠期に生じ，睡眠中のTLESRはS1，

S2期に集中しており，REMおよびS3，S4期には

みられなかった。OSAS群では非睡眠期のTLESR

は50％以下であり，睡眠中のTLESRはREMおよ

びS3，S4期にもみられた。またOSAS群では

TLESRの回数とarousal（中途覚醒）の回数には正

の相関が認められた。

健常人ではTLESRは非睡眠期に多く，睡眠中

に生じるTLESRは睡眠深度の浅い時期に多い。

一方OSAS患者では，睡眠時無呼吸に伴う覚醒反

応が生じるため，睡眠中でもTLESRが生じやす

くなっている。
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